
（様式１） 

平成３０年度試験研究課題設定のための要試験研究問題提案・回答書 

（整理番号） 

０１３ 提案機関名 
 
（一社）神奈川県園芸協会（県花き園芸組合連合会） 

 

要望問題名 

ハナモモ縮葉病の効率的防除方法 

要望問題の内容 【 背景、内容、対象地域及び規模（面積、数量等）】 

ハナモモの縮葉病対策については、効果の高い薬剤が果実用のモモで農薬登録がされているが、それらの

農薬の登録拡大が望まれところである。縮葉病の効果的、効率的防除が可能となるような試験研究を進め、登録

促進を働きかけていただきたい。 

 

 

解決希望年限  ①１年以内       ②２～３年以内       ③４～５年以内       ④５～１０年以内 

対応を希望す 

る研究機関名 
 ①農業技術センター  ②畜産技術センター  ③水産技術センター  ④自然環境保全センター 

備 考 

  ※ ここから下の欄は、回答者が記入してください。 

回答機関名 農業技術センター 担当部所 生産環境部病害虫研究課 

対応区分 ①実施  ②実施中  ③継続検討  ④実施済  ⑤調査指導対応  ⑥現地対応  ⑦実施不可 

試験研究課題名  （①、②、④の場合） 

  

対応の内容等 

 

果実用モモに登録されている薬剤を観賞用のハナモモに適用拡大する場合、作物残留試験の必要はなく、ま

た薬効・薬害試験については、果実用モモでのデータで代替可能なため、新たに観賞用ハナモモで必要な試験

は特にありません。農薬メーカーに対して、観賞用ハナモモへの登録促進を働きかけてまいります。 

解決予定年限 ①１年以内      ②２～３年以内      ③４～５年以内      ④５～１０年以内 

備 考 

 


